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実践の下敷き
Geoffrey Crossick , Patrycja Kaszynska※(2022)

Art & Care に関心を持つ教員がそれぞれの
専門を生かしながら，一般の方も対象にして連続講
座を開いた

大学と地域の行政が連携した異分野グループよるパイロット的ワークショップ
の参加者に The AHRC Cultural Value Project の研究成果に基づく「個人の内省」，
「アイデンティティ」，「主観的幸福感」などの項目について感想を求めた

本ワークショップの目的

※ Geoffrey Crossick , Patrycja Kaszynska (2022)芸術文化の価値とは何か個人や社会にもたらす変化とその評価．水曜社







背守刺繍で想いを伝えよう
正保 正惠

（専門：家族生活教育、家庭科教育）



WSの概要
テーマ「背守刺繍で想いを伝えよう」
実施日：2024年10月５日（土）

所要時間：2時間

募集した参加者：10名程度

実際の参加者：１０名

準備した物：刺繍用布、糸、刺繍枠など

実施者の狙い：背守刺繍とは，江戸時代から伝わる背中に（縫い）目を作ること
で「魔物」から子どもの命を守るための「おまじない」。不安の時代を生きる

現代においても，刺繍を通して安心を感じる。

正保



背守刺繍とは… 背中を守る
• 医学の知識や技術が乏しかった頃、生まれたばかりの命は失わ
れやすく、人びとはさまざまな形で祈りの「しるし」を産着や
祝い着に付けた。産着は単なる体を守る衣類ではなく、むきだ
しの魂を守る「キモノ」だったのだ。

• 魔物は背中から忍び寄る。あるいは、魂は背中から抜けやすい。
人々はそんなふうに考えた。そしてキモノには背に一本の縫い
目があり、その背中の「目」が魔物をにらんで退散させる。そ
う、目には力がある。

• ところが、幼いこどもの小さなキモノには、背中に縫い目がな
い！そこで、魔物を睨む目として縫い付けられたのが「背守
り」だった。



• 単純な縫い取りや房、小さな布切れを縫い付けただけのもの、華麗
な刺繍、押絵になったもの…。豪華な晴れ着あり、質素な普段着あ
り。「背守り」は時代や地域、人によって、呼び方、その方法や語
られる意味など、実に様々だ。しかし、そこには等しく子どもが健
やかに育つように願う母の気持ちが込めれている。

• 下中菜穂『【背守り】練習帖』エクスプランテ 2010年 pp.8-9



魔を祓う力 生きる力
• 子どもを産み育てる。それは深い喜びであるとともに大きな不
安をともなう。子どもが病気になった時、自分にできることと
いったら、回復を祈るしかない…。医学や科学が発達した今で
も、命のもろさ、危うさ、不思議さは、その瀬戸際では、なん
ら昔と変わらないのかもしれない。

• 縫い目に魔物を睨む力をみた祖先たちの気持ちに寄り添いなが
ら、今では意味が忘れられた風習や行事、模様を読み解いてみ
よう。そこには彼らがどんなものに「力」があると考えていた
のか、人生の生老病死とどう付き合ってきたのかが見えてくる。



• それらを古い迷信と片づけてしまうのは簡単だが、その中には
深い自然の観察と、命に対する洞察力が含まれているのではな
いか。

• 人間のなかの「生命力」を沸き立たせる力。それがどこから
やってくるのか。私たちは未だ、それを解明したわけではな
かったのだから。

• 下中菜穂『【背守り】練習帖』エクスプランテ 2010年
pp.20-21

• まして、新型コロナ感染症や豪雨などの自然災害が続く昨今の
中でお産を控える皆様には、決して古いこととは思えない不安
をお持ちなのではないでしょうか。



2024年9月に出版しまし
た。
想いを具体的なものに
託し、誰かのために縫
うことが相手も自分も
ウェルビーイングにす
る、ということを強調
しています。



WSの様子



感想
• 誰かを想いながら集中できる時間は日常生活にないためと音い
と思いました。

• 作業中は無心でありながら自分と向き合う時間でもあり、様々
なことを考える時間となりました。

• 作業しながらイメージを膨らませ、淡々と作業していく時間自
体が心に充実感をもたらしてくれた。

• このようなおまじないを知らなかったのでぜひ話を聞き体験し
たかった。



成果と今後の課題

本実践の下敷きには，Geoffrey Crossick, Patrycja Kaszynska (2
022)がある。大学に市井の人々が集まり，議論や一緒に楽
しむ機会を上手に作っている場所はまだ多くはないだろう。
大学と地域の行政が連携した異分野グループよる本実践は，
The AHRC Cultural Value Project の研究成果に基づく「個人の
内省」，「アイデンティティ」，「主観的幸福感」などの
効果を見出した。地域の子育て家族支援をめざした本実践
から，副次的な成果も見られ，真の学びを生み出す大きな
意味が見出された。今後もアートとケアが出会う，大学発
のアートの場をさらに展開させていきたい。
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